
平 成 22 年 度
医学部前期入学試験問題 数 学 （時間：120分）

注 意 事 項
1 試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません．

2 試験中に問題冊子の印刷不鮮明および解答用紙の汚れ等に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせなさい．

3 解答は，すべて解答用紙の所定の欄に記入しなさい．

4 問題冊子の余白は，計算等に用いて構いません．

5 試験終了後，解答用紙のみを回収します．



1 以下の各問いに答えよ．

⑴ 4s2 ` t2 “ 4を満たす実数 s，tについて，12s2 ` 16st ´ 3t2 の値を最小とする s，tの値を求めよ．

⑵ 点 p2, ´2q，p4, 4qをそれぞれ点 p1, 0q，p2, 2qに移す 1次変換を f とし，放物線 C1 : y “ x2 を f によって移した
曲線を C2 とする．C1 上のある点 Pにおける法線は C2 上のある点における法線と一致する．点 Pの座標を求めよ．

⑶ どの 3点も 1つの直線上にない点 A，B，C，Dについて，三角形 DBC，DCA，DABの重心をそれぞれ E，F，G

とする．三角形 ABCと三角形 EFGが相似であることを示し，面積比を求めよ．
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下ろした垂線の足を P2，P2 から OBに下ろした垂線の足を P3 とする．また，線分 OP1 と P2P3 の交点を Hとする．
線分 OHの長さを求めよ．
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の値を mで表せ．

2 関数 f pxq “ plog xq2 ` 2 log xについて，曲線 y “ f pxqを C とする．原点 Oから C に引いた 2本の接線と C との接
点をそれぞれ Apa, f paqq，Bpb, f pbqqとする．ただし，a ă bとする．以下の問いに答えよ．

⑴ f pxqの増減，極値，変曲点を調べ，曲線 C の概形を描け．

⑵ a，bの値を求めよ．

⑶ 曲線 C の点 Aから点 Bまでの部分と線分 OA，OBで囲まれる図形を y軸の周りに回転してできる回転体の体積を
求めよ．

3 p，qは互いに素な自然数とする．以下の問いに答えよ．

⑴ p，qがともに奇数であるとき，p4 ` q4 は自然数の 2乗にならないことを示せ．

⑵ qは奇数とする．次の手順にしたがって，p2pq4 ` q4 が自然数の 2乗にならないことを背理法を用いて示せ．

ⅰ 次の仮定Hが成り立つものとして，以下の問いA～Dに答えよ．

仮定H：p2pq4 ` q4 “ r2 となる自然数 rが存在する．

A 2pと rは互いに素になることを示せ．

B 互いに素な自然数 m，nがあって，r ` p2pq2 “ m4，r ´ p2pq2 “ n4 と表せることを示せ．

C Bの m，nについて，m ` n “ 2a，m ´ n “ 2bとおく．p2 を a，bを用いて表せ．

D 2p1 と q1 が互いに素になり，p “ 2p1q1r1 かつ p2p1q4 ` pq1q4 “ pr1q2 となる自然数 p1，q1，r1 が存在す
ることを示せ．

ⅱ ⅰの仮定Hが成り立たないことを示せ．


